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「
普
通
の
人
び
と
」
を

巻
き
込
ん
で
い
く
内
戦

１
９
７
７
年
よ
り
１６
年
に
わ
た
る
武
力
紛

争
を
経
験
し
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、
９２
年

の
包
括
和
平
合
意
以
降
、「
戦
後
復
興
の
優

等
生
国
」
と
言
わ
れ
、
平
和
・
民
主
主
義
の

定
着
が
進
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
与
党
フ
レ

リ
モ
党（
紛
争
時
の
政
権
）と
レ
ナ
モ
党（
元

反
政
府
ゲ
リ
ラ
勢
力
で
、
和
平
合
意
後
の
最

大
野
党
）
間
の
武
力
衝
突
が
１３

年
か
ら
再
燃
、１５
年
に
激
化
し
、

同
年
１２
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で

に
同
国
最
大
の
炭
鉱
が
存
在
す

る
テ
テ
州
か
ら
１
万
人
を
超
え

る
難
民
が
隣
国
マ
ラ
ウ
ィ
に
流

出
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、「
政
府
側
の
武

装
勢
力
（
軍
・
特
殊
部
隊
・
警

察
な
ど
）
の
攻
撃
が
原
因
だ
」

と
す
る
難
民
の
声
が
多
く
報
じ

ら
れ
て
い
る
（
注
１
）。
そ
こ
か
ら
は
、「
普

通
の
人
び
と
」
が
レ
ナ
モ
と
疑
わ
れ
る
こ
と

で
弾
圧
さ
れ
、
行
き
場
を
失
い
、
難
民
化
し

て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

政
府
と
レ
ナ
モ
間
の
武
力
衝
突
は
、
１６
年

に
入
っ
て
ザ
ン
ベ
ジ
ア
州
、
ナ
ン
プ
ー
ラ
州

に
も
飛
び
火
し
た
。
政
府
側
に
よ
る
レ
ナ
モ

関
係
者
の
逮
捕
拘
留
や
暗
殺
（
未
遂
含
む
）

な
ど
が
相
次
ぐ
一
方（
注
２
）、レ
ナ
モ
の
反

撃
は
、
同
地
域
を
通
る
鉄
道
の
襲
撃
な
ど
の

形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
内
陸
部
・
テ
テ
州
の

炭
鉱
か
ら
ナ
ン
プ
ー
ラ
州
の
ナ
カ
ラ
港
湾
を

つ
な
ぐ
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北
部
の
鉄
道
・
港
湾

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
ド
ナ
ー
国
の
官
民
連
携

に
よ
る
援
助
と
投
資
が
一
体
と
な
っ
た
開
発

事
業
の
象
徴
で
あ
り
、
国
の
外
貨
収
入
源
で

あ
る
。
日
本
は
最
大
の
投
資
・
支
援
国
だ
。

こ
う
し
た
武
力
衝
突
が
生
じ
て
い
る
地
域

に
共
通
す
る
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
１４
年
の
総

選
挙
お
よ
び
前
後
の
地
方
レ
ベ
ル
の
選
挙
で

野
党
が
勝
利
／
引
き
分
け
た
地
域
で
あ
り
、

歴
史
的
に
与
党
の
基
盤
が
脆
弱
な
地
域
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ゲ
ブ
ー
ザ
前
政

権
（
０５
〜
１４
年
）
は
海
外
投
資
導
入
を
打
ち

出
し
、
こ
の
地
域
で
鉱
物
資
源
開
発
、
大
規

模
プ
ラ
テ
ー
シ
ョ
ン
植
林
や
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
、イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、

住
民
（
多
く
が
小
規
模
農
民
）
の
土
地
が
収

奪
さ
れ
、
貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
た
。
住
民

の
抗
議
行
動
と
そ
れ
に
対
す
る
政
府
に
よ
る

弾
圧
・
人
権
侵
害
が
続
い
て
お
り
、
一
連
の

選
挙
結
果
は
こ
う
し
た
事
態
に
対
す
る
人

び
と
の
不
満
が
反
映
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）。

今
回
の
難
民
流
出
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
と
無

関
係
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
政
府
へ
の
反
発

≒

野
党
（
レ
ナ
モ
）
支
持
の
土
壌
に
対
す
る

掃
討
作
戦
の
体
を
な
し
て
い
る
。

昨
年
の
夏
に
筆
者
が
ナ
ン
プ
ー
ラ
州
を
訪

問
し
た
際
、小
農
た
ち
が
自
国
の
現
状
を「
す

で
に
内
戦
状
態
に
あ
る
」
と
口
々
に
語
っ
て

い
た
。
政
府
が
、人
び
と
の
犠
牲
の
上
に「
開

発
」
を
行
う
こ
と
で
政
治
基
盤
を
失
っ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、抗
議
す
る
人
び
と
を「
レ

ナ
モ
＝
反
政
府
」
と
し
て
弾
圧
す
る
。
そ
の

結
果
、
人
び
と
が
政
治
的
組
織
の
間
の
衝
突

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
、
そ
の
延
長
線
上
に

こ
の
「
内
戦
化
」
が
あ
る
。
こ
の
４
年
間
、

残
念
な
が
ら
、そ
の
こ
と
を
痛
感
し
て
き
た
。

そ
ん
な
筆
者
宛
に
、
昨
年
１
月
、
面
識
の

な
い
現
地
の
政
府
系
新
聞
記
者
か
ら
突
然
こ

ん
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事

業
（
へ
の
反
対
活
動
）
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
行

う
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。
別
の
政
党
が
政
権
の
座
に
着
く
た
め

に
、
フ
レ
リ
モ
政
権
を
引
き
ず
り
降
ろ
そ
う

と
い
う
試
み
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。」

こ
の
メ
ー
ル
は
、「
抗
議
の
声
を
あ
げ
る

者
を
国
家
転
覆
者
と
し
て
掃
討
す
る
」道
を
、

日
本
の
援
助
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
に
開
い

た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
日
本
政
府
は
相
変
わ
ら
ず
現
地
の
状
況

を「
経
済
問
題
」の
文
脈
の
み
で
語
り
、「
経

済
成
長
の
効
果
」
に
乗
じ
て
、
自
国
の
国
益

や
「
投
資
・
貿
易
の
た
め
の
援
助
」
を
謳
い

続
け
て
い
る
。
ナ
ン
プ
ー
ラ
州
の
女
性
農
民

リ
ー
ダ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
日
本
に
よ
る
ナ

カ
ラ
経
済
回
廊
開
発
・
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業

を「
悲
し
み
の
開
発
」だ
と
訴
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
地
域
開
発
事
業
が

も
つ
意
味
と
は

一
連
の
出
来
事
は
、
筆
者
に
と
っ
て
、
自

分
の
活
動
の
あ
り
方
を
も
問
い
直
す
契
機
と

な
っ
た
。
平
和
研
究
の
第
一
人
者
ヨ
ハ
ン
・

ガ
ル
ド
ゥ
ン
グ
博
士
は
、
戦
争
・
紛
争
の
な

い
状
態
を「
消
極
的
平
和
」と
捉
え
、貧
困
・

抑
圧
・
差
別
な
ど
の
「
構
造
的
暴
力
の
な
い

状
態
」
を
「
積
極
的
平
和
」
と
し
て
提
唱
し

て
い
る
。
農
民
の
声
で
再
認
識
し
た
の
は
、

「
難
民
を
出
さ
な
い
社
会
づ
く
り
を
」
と
の

思
い
で
始
ま
っ
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
で
の
活
動
や
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農
民
と

取
り
組
ん
で
き
た
活
動
は
、「
地
域
開
発
」や

「
政
策
提
言
」に
留
ま
ら
ず
、
実
は「
紛
争
予

防
と
平
和
構
築
」
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
今
、
日
本
政
府
と
私
た
ち
市
民
は
、
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
の
こ
れ
以
上
の
紛
争
拡
大
に
加

担
す
る
か
否
か
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
な
ん
と
か
こ
れ
を
喰
い
止
め
た
い
。

プロサバンナ事業    第17回

政
治
化
さ
れ
る
人
々
、

地
域
に
関
わ
る
意
義
と
可
能
性

２
０
０
９
年
以
降
、「
官
民
連
携
・
投
資
促
進
」の
掛
け
声
の
も
と
、
日
本
政
府
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

北
部
５
州
（
テ
テ
州
、
カ
ー
ボ
デ
ル
ガ
ド
州
、
ザ
ン
ベ
ジ
ア
州
、
ナ
ン
プ
ー
ラ
州
、
ニ
ア
サ
州
）

に
お
け
る
「
ナ
カ
ラ
経
済
回
廊
開
発
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
日
本
の
複
数
企
業
（
三
井
物
産
、

新
日
鉄
住
金
な
ど
）が
石
炭
開
発
や
鉄
道
・
港
湾
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
投
資
し
て
い
る
。

５
州
の
う
ち
３
州
は
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
の
対
象
地
だ
。
し
か
し
現
在
、
こ
の
地
域
は
現
地
の

人
び
と
が「
内
戦
」と
呼
ぶ
状
況
に
あ
る
。
い
っ
た
い
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。

南
ア
フ
リ
カ
事
業
担
当　

渡
辺 

直
子

◎注１…モ国メディア：http://ngo-jvc.info/2iCDmyf 、UNHCRサイト：http://ngo-jvc.info/2iCq2Kh など。
◎注２…HRWサイト：http://ngo-jvc.info/2ixbhoG 、2015年4月28日開催第11回ProSAVANA事業に関する意見交換
会配布資料：http://ngo-jvc.info/2jqp0lq など。  ◎注３…2014年10月29日開催報告会「日本のODA によるモザンビーク
の農業開発事業「プロサバンナ」に関する現地調査報告と提言」配布資料：http://ngo-jvc.info/2isLwL7
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